
高所作業車・橋梁点検車　接触防止装置（せっち楽助）　取扱手順
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・作業については各作業手順書を確認
・機器の確認 ・操作者は取扱説明書をよく読み、取り扱い方法を理解する。

・センサー/受信機の使用数量を決定【最大1受信機あたり4センサー接続可】
・挟まれ防止装置の電源が入るか確認
・受信機用発電機・延長コードが正常に稼働するか確認
・センサー・受信機を接続しセンサーが検出するか・
　受信機のパトライト・ブザーが作動するか確認

・センサー・受信機の設置位置確認 ・現地状況に併せて設置位置を決定する。
　・マグネットでの設置となるため鋼板部を選定する。
・基本的な設置位置
　・受信機：操作者から見やすい位置に設置（バケット内など）
　・センサー：構造物への接近を検出できる箇所（ブーム先端部など）かつ
　　設置・調整が容易な箇所が望ましい

・センサー・受信機の設置 ・マグネットにて取付し、二重の落下対策として付属のワイヤーを設置する。 センサー等の落下リスク 3 2 5 Ⅲ 付属のワイヤーを設置し
二重の落下対策をする

・試運転 ・発信機⇒受信機の順に電源を入れ接続完了まで待つ。
・接続完了後、発信機に手をかざしパトライト・ブザーが作動するか確認。
　⇒作動した　⇒　OK
　⇒作動しない　⇒　再度電源を入れなおす。
・発信機の角度・検出範囲を調整し、実際に構造物を検出するか確認する。
　※作業環境にもよるが、センサー検出した時点の機械と構造物の離隔は
　　　最低約50cm確保すると望ましい。

各作業手順書準拠

・センサー・受信機の撤去 ・センサー/受信機の数量を確認し、撤去忘れを防止する。

・終礼の実施

注意事項 強風・大雨・大雪等の悪天候時には、作業を行わない
高所作業車の乗車席・作業床に定員以外の人を乗せない
高所作業車を主たる用途以外に使用しない
落下物のある恐れのある時は、デッキ内に飛散防止ネットを設置する

危険性・有害性の洗い出し リスク低減措置

準　備　工

センサー・受信機設置

高所作業

センサー・受信機撤去

作業終了と後片付け
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